
10.理化学横械および放射線装置

PRECISE SCIENTIFICINSTRUMENTS

AND RADIANT-RAY APPARATUS

■■■■■ヽ■■■■■■l事■■■■■■■-■▲■■■■■■▲-■.｣事■lt■､.▲l■■r■■▼ヽ-l■-l■■■▼■l.■■..l=■■､.■ト■●■l■＼_■h‖ll-■▼■ヽ.一■_l●■l■t..1■▲■■l"ヽ.l.. 【 l･-.■l..l-･■･････-.■l_■･■■-ヽ...山..■-■■=-..一._l■･

33年4月より6箇月間ブラッセルで

催された万国博において,日立電子鋸

微鏡が光栄のグランプリを得,その後

引き絞いてベルリンで開かれた匝‖襟電

子顕徴鋲学会においても,性能と操作

性の両面で各界専間家の謄異の的とな

ったことほ,数年

ある｡

の研究成果の1腸で

質量分析計ほ前年完成した高性能の

RMU-5形に続いて,･一-一席と用小形,同

位元素用, ウラン用が完成

し,わが国唯一の質量分析計メーカー

としての責任を果した｡牛引こ重水素用

ほ,ジュネーブで榊かれた第2回原子

力平和利月北司際会前に重水川赤外分析

計とならんで日本を代

好評を得た｡

して出品され

最近ホットラボの安全確保が社会的

要求となったことに対処して,大規模な総合的放射緑測

定装置を開発した｡さらにr線スベクトロメータ,中性

子回折装置など,物理的基礎研究用装嵩も完成したっ

化学分析の自動化に対する鮎界の要望は目上の7｢ロセ

スコロリメータ,徴還:自動分析装置などを′巨裁,すでに

専間家のもとで稼動中であり,一一献は先進国こさきがけ

用されるに至った｡また赤外線吸収による分Tlノ〕部

の研究がますます盛んとなったので,微′J､▲試料Ⅲの跡徴

装置を完成し,従来の赤外分光掛こ付属させて合成繊維

や 体の微細組織などの研究に役だてた｡

放射線装置についてほ一般医療装声′モの改良,および非

故壊検査月iX線写真撮影装置など 機種の開発を行っ

た｡特にラジオアイソトーブの工業劫l'Ⅰトの利川研究の

発展に伴い,各方面からそれぞれのl-_川りこ二行政した即Co

照射装置の需要が激増し,多種斯の照射凝滞廿よJ付屈

装置を製作した｡

10.l

電子

子 装 置

置の代表製品たる電子顕微鏡ほ33牛皮もふ速な

進歩を示した｡すなわち新製品としてほ300kVの`患■Jl

回折 置を完成して物性研究所に納め,HU-10形は甜l′1三

能安定化に改良を加え,HS5形ほ6彪へ,H九Ⅰ--2形ほ3

形へと更新された｡輸～_11面でほ米い三=まもらろん,あらた

に欧州へ進出 を開き,ベルギーへHt∴10形,HS-

6形,HM-3形各1台,ドイツにHU-10形,HS--6形

第1図 ブラッセルにおける電子顕微鏡展示場

第2囲 RMS-3形質呈分析計

苓1台が送られたヘ

ア〔_量分析計においてほ性能の高い新形イオンソースが

牛れるなど改良が〟｣lえられたほか,さらに多種研の新憐

沌を完成L,広範囲の要望に応じうる態勢を整えた｡特

に_RMS-3形ほM/e80以下の一般ガス分析を高桔度,

【;■涌巨率で行い得る小腸新鋭機としで完成された(他機経

については27.0.7参服)｡

放射線計測湘は前年に綻いて開発を行い, 据院Ⅲ侶

として別項のごとき7櫨類が昂二産に入/〕たっ さらにこれ
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第3匝†HM-3形■屯十謬偶ほ■互

らを基礎にしてぃ保スベタトロメータ∴弓染度測定装置

としてのエアモニタ,ハンドフッ1､クロスモニタなどの

製作を開始Lた.こ｡

】0.1.1永久磁石励磁方式電子顕微鏡

磁t湖■料の進歩とともに永久磁了｢励磁方式の電子顕微

鏡が次第に汁トlされてきた｡この方ズグ)刊∴ゝこは,

(1)適正な設計iこより経年変化を無視できるから,磁

石本来の安定性から高い分解能を期梢できる｡

(2)電流励磁のような電湘儲閉時のヒステリシスがな

いから倍率の確】斐が1:宕く,エネルギーれ尖がないから

75

第4図 HS-6形電丁顕微鏡

置としての維持費が安くなる｡

(3)励磁コイルおよびその励磁電源を必安とせず,保

守が幹易で装置が簡単になり.製作費も安い｡

ことであり,放近は外l~-■∃でも研究製作されている.｡Ll立

製作所でほ早くからこJ■tに着目し,光学 徴鏡ミこ 代る

簡易｣二F七形HMシリーズ,

多1_l的に使mできる普及形

HSシリーズに本方式を採

用し,昨年それぞれ HM-3

形,Ⅰ一寸S一-6形として完成し

た｡

10.1,2 放射線計測器

の量産

試作を終って昨年から量

産に入った放射緑計測器は

次の7 穫 ノ9√○

RDG-3形ガイガーカウン

タ

RDR-2形シンチレーショ

ンカウンタ

RDト2形フローカウンタ

RDN-2形しぃ仕手カウンタ

RDト3形サーベイメータ

RDM-3形安全凝滞二計

RDA-2形フー線スペク1､ロ

メ一夕

RDI-3形サーベイメータ
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ほイオンチャンバ積算形線量計であり,RDM--3形安全

碗量計ほこれを遠隔測定式モニタ川に改装したもので,

親局二率が所定のレベルに適すると日動的に危険f言-り▲を発

するて

RDA-2形7一粒スぺクトロメータは径11/2′′のNaI(Tl)

鮨l冒lを川い,安定度の高い高圧電源とノンブロッキング

リニア脾転器を使用してあり,そのスペクトル再現性が

点い｡二れをトレーサ実験や冶金実験などの簡便迅速な

放射化学分析に川いる際の適合性 諷 結果を弟5図に示

す二緑源は水鉦ト203,セシウムー137,コバルト60の3憧

で,それぞれ同一条件のもとで三者混合,二者混合のスペ

クトルと,苓単体のスペクトルとを比較観測した｡結果

ほ第5図のように,混合税源のスペクいレと各成分単体

のスペクいレとの間に良好な加算関係が成立し,30keV

～1･5MeVの亀城にわたって強度(CPM)の加減算定分

析が可能なことを示している｡ただし行成分線源を一箇

所に並べて混合純減としたための吸収や散乱による誤差

ほ差L引いていない(｡

10,2 光 学 装 置

分光光電光度計ほ,日本で使用され始めてから10年を

･経た現佗分析室には不可欠の測定器となった｡その間,

木 の吸収測定のほかに各穐の応用測定が 発され,利

用頻度ほ高まるばかりである｡33年にほ光電満足 置を

完成し,ニれと組み合わせて光電滴定分析を可能にした｡

フィルタ光度計はすでに各方面に広く普及し,日常の

分析に月二い､･られている｡FPW-4形光電光度計ほ日常分

析の便を考え,従来の3形の試料数を2個に増して 柾

測定を可能にし,なお安定性を向⊥させたものである｡

光電比色法の普及に伴って試料の前処理操作を含めた

自動分析装置の需要が高まった｡.シリカ分析計はこの要

望に応えた最初の製品であるが,これと同一方式により

工業用水小の各植物質のL]動分析が可能なので,この方

而への応用開発を開始した｡

一方各種工~業の発展に伴って,複雑な吸収特性をもつ

拾6｢苛 FPW-4形光電光度計

第41巻 第1号

物質王の分析を行い,あるいほ多数の試料を短時間に測定

する必要から自記分光光度計の利川度も増加の をた

どっている二 二の要望に応えてEPS-2形日記分光光度

計についてほ粕殊付属品として試料の冷却装置と加熱装

置が完成し,固体や液体試料の研究に使利となった｡ま

たEPR-2形自記分光光度計ほ,本来色の分光反射率を

測定する装置であるが,さらにこれと組み合わせて

管.哩するために三色刺激値自動計算器を完成Lた｡国産

でほ最初の製品で,約2分で三色刺激値が指示され,従

の手動計 カ聞時に段楢て
†＼

■比摘

李
上
ノ 短縮され,精度も

原理的に高くなったっ

EPト2形赤外分光光度計も広川範囲を拡大するため

に,赤外顕微鎧,1m妄ミ休セル,J叉射セル,加熱水平セ

ル,ミクロセル,可変セル,

属品を完成整備Lた.∵

各種国定セルなどの特殊付

外｣.明特

で,苓ノノ面の好評を得た二

またIGA

出抄徽 は日本品初の製品

を計析分外
､

､水重形D｢⊥

第2｢州京丁力平和利用

しく開発し,

際会儀に=品した(27.0.8参照)

10.2.1赤外顕微鏡装置

赤外顕徴錠はEPト2膨ら1ミ外分光光度言十の補助装置と

して微′J､試料沸定に使用さjし ふつう幅数ミクロン～数

十ミクロン,長さ数百ミクロンの▲試料の測定が可能であ

る｡ニのような微小試料は生化′芋,生物学的研究に多く

現われ,また結局で磯維の分子構造を調べるにも好適で

ある｡

測光方J畑ま複光丸 光学自勺塞:ト'′二法を採川し,室内の

H20,CO2の影繁を一旗去した(補償セルとしてほ1m気体

セルを用いる= 測光倍率ほ

8.3倍であるが∴甘料ほ倹鏡

によって200侶に拡大され,

測定部分を選択することが

でき,試料の最大イj~効雨情

ほ240∫′′Xl,080りであるっ

10.2.2 シリカ分析計

高圧ボイラ給水小のシリ

第7阿 蘇外頗徴鏡装置

第8図 ASD-1形

シリカ分析計
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第9図 EHM-2I】ラがⅠ∫汁
第101琶IEHR-3形工業川

pH計増幅器

カは従来人力によ/_)て-▲定時聞二､とこ測定骨理されてい

たが,この分析計の完j必二よって.甘料の採取,発色,測
√■◆

人ヒ,記 を全】]動的に行う
▼

シ ができ,給水℃ニ川の†.;煩

度が非常に高まった｡

本装吊は純水の-･イ7にを採取し,モリブデンブルー法に

よって発色させ,光電比色法によっ~~こ榔′王lノた精米を.‡J

録し,上記操作を一一定聞裾で断続的に鋸り通すl'l動分析

装置であっで,所定濃度そこす測ぷ伸二対しては警報を

発し,イオン愛撫樹n榊1劣化かユ虚報さゴt_る=ノ

10.3 その他の分析装置

pH計のガラス`一定極量としてうl'浦.1=J,∫ごiアルカリ用など

を完成し,広い川途に止こじうる態勢を盛土圭一∴工※=JpH

計としては交流増巾.■.リノノこを採川したEHR-3昭電1a成し,

指示の安定照誼=二などき.巨～ノ〕て十1∴れ-二什碓をノブ･えた.｢

分析法のと､ソ1､と称さj~しているガスタロマトブラフに

対してはKGL--1■形高牲能宜とlてGF-1形_い切廿の両機

種を宗戒Lて広組伸こわたる`‖!こはを湘二し′■7三-･
高分子化ノ学,l公学およJ牛休物理化学カー=恥二おいて,

プラスチックや蛮山門の分~上量烏1∴上戸月分イ‥月尤態ミ1璃1

るための有力な渕に媚とL.~~ごのUCA--1~形分析用超遠心

機は,さらに改良な加えて町井け貯祐二J一とこ了･Li･1二

10.3.1p日計

EHM-2形pH計は｣ミ励ノ｣三川け庸卜′宜首彫で,従来に比

べて根本的な改良を加えた.｡その廿阜7珂､‡土主は振動矧;上

形の分流増幅方ズにあり,1一手渡の(′し鯖うー立と什まって安定

性と人力インピーダンスのい=圭h詔った一 肌度机偶には

4成分系のきわめで友1王なサーミスタ′をル.､,形状沌小

形化L-てつまみの数も厘皮に減らし し∴1-も指′ふ汁ほ人

形としたっ

丁二業川pH計はEllR-3~形州亜㍑H十日鮎二甘沌高相製

一際と併川Lて】■-1勅,亨J録なニ‥.J∴｣■1動制閥撞一十トトものであ

る､自動切換渠~iZ′■㍍イ申廿すれ㍑さらこ6J】_･~､十での裾返し

測定も可能である- ′ト新約紺仁ほ霊■ミ準′1.-1土して音読ナ£!川ラ(IiI

--2形),流通形(HF-2

形およびHP-1形)の

3種類を整術Lた.｢電

極から増幅溜までのケ

ーブルの長さはいずれ

の場合も10mが慄準

であるが50m以_卜に

須11図 KGL-1形ガス

ク ロマト ゲラフ

延長してもきわめで安定な測定が~可能である.｡

10.3.2 ガスタロマトグラフ

ガスクロマトグラフほ本来感度と安定憎三が㍊も~市:祝

され･る｡研究室用に庸性能分析をト1的とし.て製作した

KGL-1形ほこの点に注意し,羊流通式タングステンフ

ィラメントを川いた熱伝兼沃ルによって感度を高め,憧

温槽の混度調節ブコ■式と流il描胴肛方式サ攻良によってきわ

めて高度の安定性を得た｡

KGF-1形ガスクロマトグラフは二1二場における借腸.追

速測定を口約とした製汗■こで,ガス試料を主対象とし′,カ

ラム渥.度は40ロCに保持される′-,

10.4 放射線装置

わがい利こおける結核対頂も一応のめどがつし､た/㌻し!,

放射緑l矢一芋の甘点が消化据伴および高血川対策に移チJ二さ

れた.､特にガンの早期発比ならびにその治療に~i三~ルホ指

向されるようになった.｢しl_､ヒレン1､ゲン製章一几医療ソJ■血

において, 接聞腸

ト
.

hつ装閏の完成により,ガンの守一

皿発_兄に成ノ｣を加えるとともに,医 川 60Co酢粧払l′仁

の宣成により,33年願こ閻発した皿転酢肛長大緑量溌'f【ニ

治墳=Ⅹ線矧悍とともに,ガンの治療に完璧を期するこ

とができるようになった｢,-･般診矧ilX線装i】】′ても程々の

改良を加え, し診断風域に甘ナナすること

ができた､二r二葉力1~妬こおいてt･よ非破壊検査川の2601くⅤ

ル搬腰_‡ニー業用Ⅹ縦装『亡をう王成した.､ラジオ｢7イソトー7

し′~)答種利Jt-J研先の清光化に止こじ,化学｣∴業ほもちろん,

罠熟∴休弘 二紬軋〕知.F-,衛生各力価の,それそ木_輿な
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第12同 工業川Ⅹ線装置MN-260-5形

った用途に適するごとき,呑横様式の大線量60Co照射

装閏を多数完成したことほ特に注目すべきである｡

10.4.1エ業用X線装置

鉄鋼100rnm厚までの各掩金属材料のⅩ線非破壊検査

を目的にして:工業用Ⅹ線装苫 MN-260-5形が 作され

た｡この装細ま最人260kVp5mAの強力なⅩ繰を発

生することができる携帯形で,現在闇1月で製作されてい

る携帯形とLてほ最大の用力を有するものである一

袋細ま頻繁な移動,屋外での他用を考慮し耐㌫ならび

に防滴構造になっているっ Ⅹ緑管と変圧器を収めたⅩ線

発生装眉㍊上下動を油圧装;■て壬で行う台串に坂り付けられ

撮影プチ向を任意に 択できるほか,装置の移動も一人で

軽快に行うことができる｢また被検倒木の大さ形状によ

ってほ,台車からⅩ線発てlミ装;程をはずL単独に使用され

る｡制御阜予はⅩ線管の過f_1荷防止回路などの安全機構

を備え,操作状灘烏パイロットランプで確認するなど

作の万全を期し従来の装打製こ比し操作が簡単で含押的で

ある｡以上のごとくこの装~跨は大損力にもかかわらず孟

宗が少な･て′J､形で取り扱いが容易であるなどの特長をも

っている｡

10.4.2 間接撮影速写装置の完成

現竹_;死亡率の最高を占めるものは消化器皆のガンであ

りこれが早閤傑見ほ最大の急務とされているが,その楠

変の補捉はきわめて困難であり, 団検診を可能ならし

むるためこは,透視と間接板影の連動を必要とする｡こ

の日的のた♂)に開発された本法閏ほ僧通の蛍光板を使用

して透視により病俊を補扶したたちに間接川虫光箱を翫

光仮の前面に移動Lて間接伽影を行うものであるが,柄

変のフイルム上の袷捉を確詣するた捌こ蛍光箱の一部に

反射鏡せⅥ逢その一部を直接観察できるようにOneSide

glassを耽り付けたものである｡

臥位の撮影台は卜て鮎こ間接視影用の蛍光箱を収り付

け,上方よりのⅩ線闇射により臥位の間接撮影ができる

ようになっている.｢ 影台ほ接近して設けられたⅩ緑防

第41巻 第1号

ち′ぎ13惇1間接撮影速写裳躍(う_上位形)

蔽箱の内～■手t;からハンドルの操作により前後,左右

および長芋の軌の阿りにt･_り転させることができる｡蛍光

箱の一部に反射鏡を耽り付け東光板や像を屈折して,防

箱の内部で観察できるようになっているから,ハンド

ルの操作により被写休の体位を任意に変化Lて病変が蛍

光板に表われるように操作し,反射鏡の反転によりただ

ちに間接板影を可能ならしめたもので,診察する医師が

完全にⅩ縮から防護されることにより,十分な診断がで

きる｡

10.4.3 据置形コンデンサ式X線装置

DC-6形は一般病院用として好 を得ている据置形コ

ンデンサ式Ⅹ線装眉であるが,今般その改良形を完成し

た｡改良形では従来別個に配躍されていたて1淵瑚卓子,高

電圧発生 鍔,コンデンサを-一一つにまとめ制御草子ケー

ス内に合理的に収納した｡これによって据付面積ほさら

をこ少なくなり4･iゴ:種度のレントブン宅でも十分に機能を

発揮できるのでl矢院川とL.ても最適である｡またコンデ

ンサの充放電表ホ灯も独Hの交流点灯方式を採川し,明

瞭度を増すなど操作力;容易になった｡

第14図 据置形コンデンサ式Ⅹ線装置
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第15[望1東京工業試験所納60coi･′線照射装置

10.4.4 60Cor線照射装置

(1)~東 /Jヽ 工 試験所納60Co7■緑闇射装置

この装㌍は線瀾麿塙の申に被∬射休を挿入し至近距

離昭利･ができる特長がある〔紬潮には 60Co400キュ

リーを収め,非照射時にほ緑源作紹は地卜に格納され

蓋が取り付けられる｣駄射を開始する場合は,まず油

圧駆動により蓋が引上げられ側†郎へ運ばれる｡)ついで

同じく油屁駆動により1mの高さまで視線揮矛;壬が州_卜

げられ.照射を行う｡このとき被服射休凌入れたサン

プル台の一部が線源容器の小へ入り税源の近くに被IKi

射休をFFこくことができる｡撲作ほ惇いコンクリート壁

でさえぎられた別宅から子-】二われることはいうまでもな

い｡

(2)川和乱_L二納60Co7･観照胤一装i】ソ亡

高分予物釈のj~!朋寸川に他J｣ほjLるもので緑繍容~阜=t呈二

100キュリーを有し次の粕長がふる.-

(i)円周I二に西J;貴されたペンシル形純減軽)げl二律を

~1け変形とした｡

(i王)装択を移動形とし照射の能ネ化を計一)たし.

線泌･よ｢7イヤ形1.2 をシリンダ状に配列しm射一条作

によ明軋硯の配列匪律せ8＼25cmまで連続に変える

ことができるので照射物官モへの線:11:を適当に調整する

ことが可能である(線源容紬よf~ト車上に据f車ナられ電

動駆動により∴つの照射ピット間を移動することがで

きるので紋照射物汽の吏換などに手数がかからず能率

的である- シャッターの開聞,純音原の駆動には劇射げ

柚圧制萬ノブ式を川い,洪〔て攫竹滝しても市放の′l三じ

ないよう完全なインターロック~ノノ式になっている

(3)東天⊥学部納60Coフ･■緑照刺'装鍔

慕如原1'ゴよびシャッターの駆動削分ガ磯射緑か仁一)完1モ

赦されたところに配達lたされ,照刺ヰでも安合に点

検ができる特 ミあるっまた税源容L昌:も大きくできる

点など一朝~1二業川としてもムと過の条件をイJ-している.

弟1△図は東大に納められた2,000キュリーの装閏であ

第16国 東京大学工学部納60Cor線照射装置

第17国 昭都電工納60Cor線照射装置

る._ 製苗は天井吊下げ杉で照射は天井より縦線を】■lち下

げた状態で子-fわれる(写真の木枠に当る部分が天井に

取り付けられる).._.税源ほ上下動軸の最下端に取り付

けられ格納時ほ容灘の中央部に引上げられその下部に

スライドよのシャッターが置かれる｡照射時ほ上下動

軸が降~卜Lて緑源を吊~卜げた状態で照射が行われる〔

拙作は抑ボタンと動作l口I路の碓詔をするパイロッ1､ラ

ンプとを安互に倒錯■仁したグラフパネル方式の遠隔操作

川棚榔紺榔こより行われ,万一の事故にも決して危険

のないよう完全な安全装置が設備されている｡




